
　大川小学校では、津波によって多
くの児童と先生がお亡くなりになりま
した。犠牲になられた方々の名前が
刻まれている慰霊碑には、今なお多
くの人々が訪れて、献花と線香を捧
げておられます。（合掌）
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西
紀
中
学
校
で
は
、
自
主
的
な

活
動
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

じ
た
仲
間
づ
く
り
や
福
祉
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
い

な
い
中
学
生
に
も
、
東
日
本
の
実

態
を
実
際
に
現
地
に
出
向
い
て
学

び
感
じ
て
欲
し
い
と
願
い
、
南
三

陸
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
６
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

被
災
地
で
は
、
復
興
に
向
け
た
土
木
工
事
車
両
が
縦
横
無

尽
に
駆
け
巡
り
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
被

災
さ
れ
た
人
々
は
様
々
な
課
題
や
心
の
痛
み
に
立
ち
向

か
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

篠
山
市
社
協
で
は
、
８
月
の
夏
休
み
企
画
と
し
て
、
高

校
生
と
中
学
生
の
災
害
支
援
市
民
ボ
ラ
テ
ィ
ア
を
南
三
陸

町
等
に
派
遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
熊
本
県
西
原
村
で
障
が

い
の
あ
る
人
や
被
災
さ
れ
た
方
々
に
支
援
活
動
を
さ
れ
て

い
る
「
に
し
は
ら
た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
」
の
皆
さ
ん
が
、
お

盆
休
暇
を
兼
ね
て
丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
に
来
ら
れ
た

機
会
に
復
興
応
援
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
災
地
支
援
の
あ
り
方
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
か
ら
、
交
流
活
動
や
震
災
か
ら
学
ぶ
活
動
に
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
三
つ
の
災
害
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

８
月
26
日
か
ら
の
二
日
間
に
中

学
生
14
名
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
９
名
、
教
諭
３
人
、
市
及
び
社

協
担
当
者
２
名
の
28
名
が
、
震
災

の
実
態
か
ら
学
ぶ
防
（
減
）
災
学

習
と
南
三
陸
町
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
深
め
る
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
大
川
小
学
校
の
慰

霊
碑
を
訪
問
し
て
、
津
波
に
よ
っ

て
74
名
の
児
童
と
10
名
の
教
師
が

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
献
花
と

追
悼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
朗
読
し
て

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
震
災
当

時
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
校
舎

は
、
天
井
が
崩
れ
悲
惨
な
状
况
が

そ
の
ま
ま
残
り
、
生
徒
た
ち
は
津

波
の
怖
さ
に
驚
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
南
三
陸
町
役
場
を
訪

問
し
、
篠
山
市
か
ら
派
遣
職
員
と

し
て
復
興
市
街
地
整
備
課
で
勤
務

さ
れ
て
い
る
酒
井
克
美
さ
ん
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
酒
井
さ
ん
は

「
母
が
、
毎
年
の
よ
う
に
東
北
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
い
て
、

自
分
も
復
興
の
力
に
な
り
た
い
と

思
い
応
募
し
た
。」
と
話
さ
れ
、

用
地
交
渉
に
県
内
外
を
問
わ
ず
奔

走
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
保
健
福
祉
課
を
訪
れ
て
、

工
藤
係
長
か
ら
震
災
と
復
興
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
課
題
は
、「
震
災
以
降
に
人

口
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
」
こ

と
の
よ
う
で
す
。

　

夜
に
は
、
南
三
陸
町
語
り
部
ガ

イ
ド
の
後
藤
一
磨
さ
ん
と
酒
井
克

美
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
チ
ャ
ー
に

招
い
て
防
（
減
）
災
学
習
会
を
開

催
し
、
震
災
の
怖
さ
と
震
災
が
教

え
て
く
れ
た
「
人
と
人
が
つ
な
が

る
暖
か
さ
」
を
知
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
防
災
対
策
庁

舎
を
訪
れ
て
、
震
災
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
に
献
花
と
追
悼
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
戸
倉
復
興
住
宅
で
約

20
名
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
と
交

流
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
が
二
人

し
か
い
な
い
」
と
、「
若
い
皆
さ

ん
と
会
話
す
る
こ
と
で
元
気
が
で

る
」と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
特
養
ホ
ー
ム
「
あ
ら
と
」

で
は
、
ア
ロ
マ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

に
よ
る
指
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
心
か
ら

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
研
修
は
、
中
学
生
に

と
っ
て
意
義
深
い
に
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
語
り
部
ガ
イ
ド
の
後
藤

さ
ん
か
ら
は
「
新
し
い
街
を
つ
く

る
と
は
、
新
し
い
人
間
関
係
を
つ

く
る
こ
と
。」
だ
と
教
わ
り
ま
し

た
。

東日本大震災等災害支援活動報告

被災地との交流は絆をつなぐ活動

西
紀
中
学
校
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

南
三
陸
町
視
察
研
修
で
防

災
学
習
と
交
流
を
深
め
る

１

施設おいてアロマトリートメントで交流

高野会館の屋上で震災発生時の説明を受ける

復興住宅での交流

社協ささやま 第116号 2



　

8
月
15
日
（
月
）、
篠
山
市
立

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
屋
の
岩
下
八

司
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
ん
ぽ
ぽ

ハ
ウ
ス（
熊
本
県
阿
蘇
郡
西
原
村
）

の
上
村
加
代
子
施
設
長
を
は
じ
め

施
設
ス
タ
ッ
フ
を
招
待
し
、
熊
本

地
震
復
興
応
援
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

震
災
の
影
響
で
改
修
工
事
が
必

要
と
な
っ
た
た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
へ

の
募
金
に
協
力
し
た
、
篠
山
市
民

共
闘
会
議
、
篠
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
協
会
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
熊
本
で
の
活
動
報
告
や
熊
本

へ
の
思
い
を
話
し
合
い
、
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

上
村
さ
ん
か
ら
は
、
た
ん
ぽ
ぽ

ハ
ウ
ス
が
震
災
発
生
後
か
ら
行
っ

て
き
た
炊
き
出
し
や
障
害
者
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。「（
震
災
か
ら
４
ヵ
月
が
経

ち
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
減
っ

て
き
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
支
援

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
は
い
る

の
で
、
熊
本
に
来
て
、
現
状
を
見

て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

岩
下
さ
ん
は
、「
地
震
が
き
っ

か
け
で
は
あ
る
が
、
い
い
出
会
い

が
で
き
て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
熊
本
に
行
っ
て
、
で
き
る
こ
と

を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

上
村
さ
ん
ら
は
、
交
流
会
後
に

は
、
岩
下
さ
ん
の
案
内
で
デ
カ
ン

シ
ョ
祭
に
も
参
加
さ
れ
、
篠
山
を

満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
か
ら
24
日
に
か
け

て
、
第
19
次
東
日
本
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
高
校
生
13
名
、
一
般
４

名
、
実
習
生
２
名
、
職
員
３
名
）

を
派
遣
し
、
宮
城
県
南
三
陸
町
に

お
い
て
、
支
援
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

活
動
初
日
は
、
降
っ
て
い
た
雨

も
、作
業
を
す
る
こ
ろ
に
は
や
み
、

「
椿
の
避
難
路
」
と
名
付
け
ら
れ

て
い
る
山
道
の
草
引
き
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

作
業
後
は
、
語
り
部
ガ
イ
ド
の

後
藤
一
磨
さ
ん
に
震
災
時
の
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
地
震
の
揺
れ
が

長
く
続
き
、
立
っ
て
い
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
や
、
津
波
で
自
宅
が

目
の
前
で
流
さ
れ
た
話
を
聞
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
高
校
生
は
、
震

災
以
降
初
め
て
訪
れ
る
人
が
多

く
、
後
藤
さ
ん
の
話
を
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
石
巻

市
の
大
川
小
学
校
を
訪
れ
、
地
震

か
ら
津
波
が
来
る
ま
で
の
学
校
内

の
よ
う
す
を
聞
き
ま
し
た
。
被
災

校
舎
と
慰
霊
碑
を
目
の
前
に
し
、

こ
の
震
災
で
多
く
の
方
々
が
犠
牲

に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
改
め
て
自

然
災
害
の
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
戸
倉
中
学
校
の
仮
設
住
宅

を
訪
問
し
、
高
齢
者
の
住
民
の

方
々
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、

「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
長

生
き
で
き
る
わ
」
の
言
葉
で
、
私

た
ち
が
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

夜
は
、
宿
舎
で
の
学
習
会
で
、

後
藤
さ
ん
へ
の
質
問
を
グ
ル
ー
プ

毎
に
発
表
し
、
そ
の
質
問
に
対
し

て
、
当
時
の
写
真
を
交
え
な
が
ら

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
胸
に

第
⓳
次
東
日
本
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

答
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
台
風
一
過
で
晴
天

と
な
り
ま
し
た
が
、
予
定
し
て
い

た
漁
業
支
援
は
中
止
と
な
り
、
農

業
支
援
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
場
所
は
、
畑
一
面
に
ネ
ギ
が

育
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
周
り
の

草
引
き
を
行
い
ま
し
た
。
ド
ロ
ド

ロ
に
な
り
な
が
ら
、
汗
を
流
し
作

業
し
た
後
は
、
差
し
入
れ
の
採
れ

た
て
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
を
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

活
動
を
終
え
た
高
校
生
は
、「
現

地
に
来
て
、
ニ
ュ
ー
ス
と
ち
が
う

景
色
で
驚
い
た
」「
津
波
の
話
を

聞
い
て
と
て
も
怖
か
っ
た
し
、
心

が
痛
ん
だ
」「
篠
山
に
帰
っ
た
ら

家
族
や
友
人
に
伝
え
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

仮設住宅での交流の様子ようす

ネギ畑の除草作業のようす

～
よ
う
こ
そ
篠
山
へ
～

熊
本
地
震

復
興
応
援
交
流
会

３

2

関係者が一堂に会した
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赤い羽根共同募金運動
10 月１日から全国一斉に「赤い羽根共同募金運動」が展開されます。
みなさまのご支援ご協力をよろしくお願いします。

助け合い
広がる

つながる
赤い羽根

平成 28年度目標額	 7,200,000 円
地域の皆さんへ
　1世帯当たりの目標額	 500 円

兵庫県共同募金会から地区福祉事業費として
平成 28年度

7,142,000 円が配分（収入）されました

平成 28年度　配分（支出）事業明細� （円）
事　業　名 金　額

給食サービス事業 1,284,000
友愛訪問事業 556,000
子ども一時預かり事業 136,000
福祉教育推進事業 728,000
ボランタリー活動支援事業 115,000
ボランティア連絡協議会への助成 374,000
社会福祉大会の開催 460,000
福祉委員活動費 1,035,000
地区福祉会議の開催 336,000
いきいきサロンへの助成 269,000
心配ごと相談所の開設 197,000
広報・調査事業 741,000
福祉団体への支援・助成 911,000

計 7,142,000

毎年10月は「里親月間」です
～家庭のぬくもりを求めています～

あなたも『里親』に
　子どもが心身ともに健やかに成長していくために
は温かい家庭が大切です。
　しかし、親の病気や虐待など、様々な事情で自分
の家庭で暮らせない子どもたちがいます。
　このような子どもたちを家庭に迎え入れ、深い愛
情と理解をもって、養育していただく里親さんを求
めています。
　養育の期間は、子どもの状況によって数日から数
年まで様々です。また、夏休みや週末に迎え入れる
季節里親や週末里親も推進しています。
　里親についてお知りになりたい方は、川西こども
家庭センターにご連絡ください。
　※	篠山地域の担当は、兵庫県川西こども家庭センターと
なっています。

＜サポート概要＞
◎�里親支援専門相談員・里親会・こども家庭センター
が、里親さんをきめ細かくサポートします。
◎�里親手当・生活諸費・教育費等の費用は、こども家
庭センターより、お支払いします。
　また、地域の皆さまのもとに出向いて「里親出前
講座」を随時開催致します。
　「里親って何？」「里親になるには資格がいる
の？」などの疑問にお答えします。地域団体や学校
などの集われる場にお伺いいたしますので、お気軽
にお申込み下さい。費用はかかりません。

＜申し込み・問い合わせ先＞
兵庫県川西こども家庭センター
〒 666-0017　川西市火打 1-22-8
　　担当：筒﨑、浅田　☎ 072-756-6633

戸別募金 法人募金

職域募金
バッジ募金

街頭募金

学校募金

みなさまからの募金は

　地域で活かされています
⃝	共同募金は、民間の社会福祉事業の資金として使わ
れます。
⃝	県単位では、社会福祉施設や県域で活動している福
祉団体などに配分されます。
⃝	前年度、みなさまからお寄せいただいた募金は、兵庫
県共同募金会へ送金し、本年度、篠山市の地域福祉事
業費として配分（収入）を受け、右記の事業に充当（支
出）しました。
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年末年始の短期里親さん　募集
　本年も、12 月 28 日から 1月 4日まで、加古川市
にある児童養護施設「立正学園」の子どもたちを篠
山に迎え、年末年始を市内の里親家庭のもとで過ご
す「第 55回短期里親事業」を実施します。
　年末年始に子どもたちとのふれあいを通じて、家
庭のぬくもりを伝えていただける里親さんを募集し
ますので、ご協力をよろしくお願いします。

＜申し込み・問い合わせ先＞
篠山市共同募金委員会（篠山市社協）
担当：金古	映里　☎ 590―1112

１　対象団体
市内の自治会、まちづくり協議会、ふれあい・いきいき
サロン、ボランティアグループ、子育てサークル、セ
ルフヘルプグループ、NPO法人等で、支援を必要とす
る方々が地域で安心して暮らせることを目的に、歳末
たすけあい運動の趣旨に沿って事業を行う組織化され
た団体を対象とします。
※ 		NPO法人が行う介護保険制度や自立支援法に基づく事業
については対象外です。

２　対象事業
⃝	地域で行う高齢者、障がい者、子育て中のお母さん等
を対象としたふれあい・いきいきサロン（居場所づく
り活動）や世代間交流事業（クリスマス会、歳末事業、
お正月事業）。

　※	交流事業については、子どもから高齢者までを対象とし
ますが、特に、ひきこもりがちな高齢者、障がい者、子
育て中のお母さん等、何らかの支援や見守りが必要な方
が、実際に参加できるように企画してください。

⃝	一人暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者等、要援
護者世帯への声かけや見守りを行う友愛訪問活動。
⃝	地域で取り組む災害時の要援護者支援や、避難・消火・
炊き出し・救命・避難所運営訓練等の地域防災訓練。
⃝	地域で行う福祉に関する学習会や住民座談会。

３　実施期間
平成 28 年 12 月 1 日（木）

～平成 29 年 1 月 31 日（火）
４　助成金額
過去に助成を受けた回数にかかわらず、　一律の金額を
助成します。

1 団体あたり　上限 25,000 円
応募の内容や件数、寄せられた募金額により、助成金
額を決定しますので、減額（非該当）もありますので、
ご了承ください。
＊助成金額は、活動にかかる経費の 90％未満です。
＊	活動にかかる経費の 10％以上は、助成金以外の寄付
金、会費、参加費など、各団体で確保してください。

５　申請方法
申請書に必要事項を記入し、篠山市社会福祉協議会の窓
口に提出してください。（郵送では受け付けていません）
＊	申請書は社協事務所及び社協のホームページにあり
ます。

６　受付期間
平成 28 年 9 月 21 日（水）～ 11 月 4 日（金）
＜申し込み・問い合わせ先＞
篠山市共同募金委員会（篠山市社協）
担当：金古	映里　☎ 590―1112

篠山市共同募金委員会　歳末たすけあい運動配分事業

地域歳末ふれあい交流事業 助成希望団体を募集

受け入れまでの流れ
日　　程 内　　　　　容

～11月4日（金）
まで

里親さんを募集（10 名程度）
篠山市社会福祉協議会の窓口に
て、申込用紙の記入をお願いし
ます。

12月中旬

里親連絡会（市役所で開催）
児童養護施設「立正学園」の方
から、受け入れる子どもたちの
状況を、聞くことができます。

12月 28日（水） 里子　出迎え式

⬇ 里親家庭内で過ごします。

1月 4日（水） 里子　帰園式
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NEWS福祉

熊本地震義援金
　篠山市社会福祉協議会では、「熊本地震義援金」と
して、皆さんの温かい思いとしてお預かりした募金
を、中央共同募金会を通じ、被災地へお届けしました。�
（8月 31日現在　603,312 円）
小山　泰二（東岡屋）	 …24,900 円
不動クラブ	 …2,000 円
大山有志	 …2,854 円
住吉台自治会夏まつり実行委員会	 …12,699 円
篠山よさこいまつり 2016	 …11,580 円
カラオケ喫茶スマイル	 …50,000 円
篠山養護学校　児童生徒会	 …7,529 円
篠山鳳鳴高等学校旧３年６組有志一同	 …10,510 円
篠山鳳鳴高等学校 20回生３年４組有志一同	…15,811 円
篠山鳳鳴高等学校インターアクト部	 …30,514 円
篠山鳳鳴高等学校PTA	 …28,521 円

丹波ささやま農業協同組合	 …1,436 円
城南愛育班	 …1,173 円
おかの愛育班	 …17,825 円
篠山市茶花道協会	 …11,850 円
篠山市仏教会　篠山支部	 …100,000 円
篠山市老人クラブ連合会	 …73,182 円
篠山市民生委員児童委員協議会	 …25,700 円
篠山市人権・同和教育研究協議会	 …12,643 円
社会福祉法人わかたけ福祉会	 …20,328 円
和寿園　親交会	 …50,000 円
社会福祉法人和寿園　職員一同	 …68,023 円
青山台ゴルフ倶楽部	 …24,234 円

（敬称略・順不同）

ご協力ありがとう
ございました

こんにちは　ケアマネージャーです！

このようにケアマネージャーは、利用者さんの自立した生活が取り戻せるよう、支援させていただきます。

篠山市社会福祉協議会　居宅介護支援事業所　＜問い合わせ先＞☎ 590-1227

自立した生活を目指して !!

デイサービスで歩く
練習を頑張りました

歩いて買い物に行ける
ようになりました

お任せください！
ケアプラン（計画）を
一緒に考えましょう！

困ったなぁ・・・
買い物に行けなく
なってしまった。
どうしよう・・・

あっ痛い。
こけてしまった。

① ② ⑤④③

臨時的任用職員　１名
業務内容　⃝福祉に関する事務及び業務
給　　与　149,000 円　　応募条件　高卒以上、普通自動車運転免許
勤　　務　平日の週５日、8:30 ～ 17:15（週 40時間勤務）　休日	土・日・祝
待　　遇　賞与（年間４か月分）、扶養手当、住居手当、通勤手当（規程により支給）、各種社会保険あり
雇用期間　平成 28年 11月 1日～ 30年３月 31日（職員の産休・育休期間）
受付期間　10 月 17日（月）まで
試 験 日　10 月 20日（木）9：30～　論述試験、個別面接試験

〈申込み・問い合わせ先〉　篠山市社会福祉協議会　総務課　　担当　小谷	隆幸、荻野	幸紀　☎590-1112

職員募集案内
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と　き と 　こ　 ろ
10月 6日（木） 13：30 ～ 16：00 西紀支所

7日（金）  9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター
14日（金）  9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー
21日（金）  9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター
28日（金）  9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー

11月 2日（水） 13：30 ～ 16：00 今田まちづくりセンター
4日（金）  9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター

11日（金）  9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー
18日（金）  9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター
25日（金）  9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー

心配ごと相談日 篠山市の福祉指標� （平成28年8月末現在）

地区 人口 65歳以上
人口（人） 高齢化率 増減 14歳以下

人口（人） 年少率 増減

篠 山 12,464人 4,064人 32.6% ⬆ 1,411人 11.3% ➡
城 東 3,293人 1,323人 40.2% ⬆ 268人 8.1% ⬇
多 紀 3,239人 1,451人 44.8% ⬆ 282人 8.7% ➡
西 紀 4,165人 1,337人 32.1% ⬆ 520人 12.5% ➡
丹 南 15,952人 4,399人 27.6% ⬆ 2,176人 13.6% ⬇
今 田 3,584人 1,185人 33.1% ➡ 366人 10.2% ➡
計 42,697人 13,759人 32.2% ⬆ 5,023人 11.8% ➡

下記のとおり相談日を設けています。
お気軽にご相談ください。

ボランティアNAVI

　「聞こえの仕組み」や「聴覚障害者とのコミュニケー
ション」、また、聞こえに不自由のある人のために、そ
の場で話されている内容を要約し、文字にして伝える
「要約筆記」について学びます。
　今回は、パソコンを使った要約筆記も学びます。お
気軽にご参加ください。

と き	 平成 28 年 10 月 12 日～ 12月 7日
	 　（祝日を除く全 8回シリーズ）
	 毎週水曜日　午後 1時 30分～ 3時 30分
と こ ろ	 四季の森生涯学習センター　IT 講習室
受講対象	 	聞こえに不自由のある方やその家族・支援

者、ボランティアなど関心のある方
募集人数	 20 名（申込順）
受 講 料	 無料
そ の 他	 	ノートパソコンをお持ちの方は、講座に持

参ください。
申込締切	 10 月３日（月）

〈申込み・問い合わせ先〉
篠山市社会福祉協議会　総務課
担当　松本	ますみ　☎ 590-1112

　福祉教育の一環として、学校で実施される車いす、
アイマスク体験などの福祉体験学習に、講師派遣を行っ
ています。
　その際、安全でわかりやすく福祉体験学習をすすめ
ていくために、講師のサポートをするボランティアを
養成する講座です。
　子どもたちと一緒に、福祉教育について、共に学ぶ
ボランティア活動に、ご参加ください。

と き	 10 月 31 日（月）、11月 7日（月）
	 いづれも　午後 1時 30分～ 4時
と こ ろ	 篠山市立丹南健康福祉センター　第１会議室
受講対象	 	福祉教育に関心があり、児童・生徒をサポー

トするボランティアをしたい方
募集人数	 15 名（申込順）
受 講 料	 無料
申込締切	 10 月 24 日（月）

〈申込み・問い合わせ先〉
篠山市社会福祉協議会　総務課
担当　松本	ますみ　☎ 590-1112

　手助けをしてほしい人（依頼会員）と、お手伝いをし
たい人（サポート会員）を会員として登録し、家事のお
手伝いやさりげない見守り活動により、高齢者が自宅で
安心して生活できるよう支援する「篠山市見守り支援サ
ポーター事業」を、実施しています。
　あなたも、サポーター養成講座を受講し、サポート会
員として、地域で活動してみませんか。
と き	 11 月 10 日（木）　午後 1時～ 4時 50分
（全 2 回）	 11 月 16 日（水）　午後 1時～ 5時
と こ ろ	 丹南健康福祉センター

内 容	 ・介護保険制度改正について
	 ・高齢者とのコミュニケーションについて
	 ・認知症の理解と対応についてなど
対 象	 篠山市に住民登録のある方
募集人数	 30 名（申込順）
受 講 料	 無料
申込締切	 11 月 7日（月）

〈申込み・問い合わせ先〉
篠山市社会福祉協議会　地域福祉課
担当　前川	敦子　☎ 590-1112

受講生募集！
要約筆記啓発講座

篠山市見守り支援サポーター養成講座

福祉体験学習サポートボランティア
養成講座
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篠山市ファミリーサポートセンター善意銀行だより
7、8月分� （敬称略）

金銭預託
松本美千代（７、８月）（井ノ上）	 善意の預託・・・	 6,000円
藤木千晧（小中）	 善意の預託・・・80,000円
井関道夫（曽地奥）	 善意の預託・・・20,000円
ふじわら文庫ぐりとぐら	 善意の預託・・・	 8,000円

物品預託
芦田富基子（７、８月）（今田町芦原新田）
	 鉢植えの花14鉢・・・今田地区ひとり暮らし高齢者
飯田成代（７、８月）（垣屋）	 折り紙細工・・・給食サービス
西澤昭美（７、８月）（栗柄）	 折り紙細工・・・給食サービス
小山玲子（７、８月）（大沢新）	 折り紙細工・・・給食サービス
田中光子（７、８月）（川北新田）	折り紙細工・・・給食サービス
数元とみ子（草野）
	 ピーマン12.5㎏、きゅうり５㎏・・・給食サービス
羽馬宏明（本郷）	 かぼちゃ63個・・・給食サービス
山本妙子（和田）
	 紙おむつ7パック、尿取りパット3パック・・・高齢者福祉施設
園田商店	 大山すいか３玉・・・給食サービス

指定預託
カラオケ喫茶	歌今翔　塚松辰雄（丹波市）
	 車いす５台・・・篠山市社会福祉協議会
　京町出身の塚松辰雄様（丹波市在住）より「故郷の篠山に
恩返しを」との思いから、車いす5台の寄
付をいただきました。
　車いすは、介護機器貸出事業及び外
出支援サービス事業において有効に活
用させていただきます。
　ありがとうございました。

篠山市ファミリーサポートセンター

第３回　交流会

第4回　交流会

第2回　フォローアップ講習会
子どもを見守る　～気になる子どもの理解～

〈申込み・問い合わせ先〉
篠山市ファミリーサポートセンター
担当　林 直美　☎590-1388

子ども一時預かり　“かんがるー”
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⃝10月20日（木）、11月16日（水）　午前10時～ 12時
　　四季の森生涯学習センター東館　和室（2F）
⃝10月3日（月）　午前１０時～１２時
　　城東公民館　和室（1F）
定 　 員：10名（生後6か月～就学前のお子さん）
利 用 料：子ども１人につき　１回５００円
申込締切：各実施日の１週間前までに、お申し込みください
	 利用には申し込みが必要です
	 会員以外の方も利用できます
	 定員になり次第締め切らせていただきます

親子ヨガでリラックスVOL.Ⅱ
と 　 き：9月29日（木）午前１0時～ 11時
と こ ろ：四季の森生涯学習センター東館　大会議室（１階）
講 　 師：林　真咲　氏	
	 　	日本ママヨガ協会認定、ママとベビーのヨガ

講師、親子ヨガ～インファントパーク～主宰
定 　 員：15組（親子向けの内容です）
申込締切：9月23日（金）

子どもと大人のリトミックタイム
～オータムバージョン～
と 　 き：10月12日（水）午前１0時～ 11時
と こ ろ：四季の森生涯学習センター東館　大会議室（１階）
講 　 師：三村　裕子　氏	
	 　音楽講師、CRESＣ.ピアノ・リトミック教室主宰
定 　 員：20組（親子向けの内容です）
申込締切：10月5日（水）

と 　 き：11月24日（木）午前１０時～ 11時３０分
と こ ろ：四季の森生涯学習センター東館　第1会議室（２階）
講 　 師：小泉　雅子　氏
	 　	特定非営利活動法人　保育ネットワーク・ミ

ルク理事長、小規模保育施設　ミルクたん
ぽぽ園　園長

託 　 児：あり（５名まで要予約・会員優先）
申込締切：11月17日（木）
	 ※子育て支援者向けの内容です

かんがるー
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